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第１章　新しい政策展開の視点と富士川町の強み

第1章　新しい政策展開の視点と富士川町の強み

　令和２年国勢調査人口等基本集計結果の概要によると、全国1,719市町村について、2015年～
2020年の５年間の人口の増減をみると、人口が増加したのは298市町村で、全体の17.3％となってい
ます。
　一方、人口が減少したのは1,419市町村で、全体の82.5％を占めており、そのうち５％以上人口が減
少した市町村は全体の51.3％を占め、半数を超えています。
　この間の富士川町の人口減少率は、7.0％となっています。

全国の市町村（82.5％）で人口が減少1

【人口増減率階級別市町村数の割合（2005年～2020年）】

注）東京都特別区部は１市として計算
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このグループに属している。
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第１章　新しい政策展開の視点と富士川町の強み

〇本町は、甲府盆地の南西部に位置し、一級河川富士川に沿って集落が発達してきました。西に
は、櫛形山や源氏山などの2,000ｍ級の山々がそびえ、それらを源とする戸川や大柳川などが
町内を横断しており、これらの自然が人々の生活を潤してきました。こうした自然とそれらに
育まれてきた特性を生かした持続可能なまちづくりを進めていくことが大切です。

〇本町は、かつて富士川舟運を中心とした人・物・文化が行き交う宿場として栄えました。交通
手段が鉄道や自動車に変わった現代でも、静岡と甲府、あるいは長野方面を結ぶ交通の要衝
にあります。

〇本町は、森林の面積が約８２％と高く、緑豊かな環境を有しております。また、高地では、四季
折々の表情を見せる自然などが豊かな町です。

〇気候は、盆地特有の内陸性気候のため、夏季と冬季の気温差、昼と夜の気温差が比較的大き
く、冬は季節風が強いものの降雪は少なくなっています。また、年間降水量が少なく日照時間
が長いなど、年間を通して居住に適した気候風土となっています。

　本町が、実現したい地域の将来像は、本町の持つ自然環境や景観、人間関係といった地域の豊かさ
をそのままに、「暮らし」や「産業」などの領域で、デジタル技術を活用して新たなサービスや共助のビ
ジネスモデルを生み出しながら、デジタルの恩恵を地域に行き渡らせていくことを目指していくことが
求められます。

（１）豊かな自然と持続可能なまち

（2）優れた位置特性と交通環境

（3）居住に適した気候風土

デジタルの力を活用した地方の社会課題解決3

富士川町の特性4
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　新型コロナウイルス感染症の感染拡大によって、一時期、首都圏集中の人口動態が変化したといわ
れますが、依然として、地方から大都市へと人口が流出し続けており、その結果、地方の経済的・社会
的な基盤が失われ、地域の持続性が問われるようになっています。
　こうした現状を鑑み、本町が目指す将来の人口ビジョンは、人口減少を抑制するための施策を推進
し、人口減少と地域経済の縮小の克服とともに、「しごと」と「ひと」の好循環とそれを支える「まち」
の活性化の確立を目指すことが必要です。
　人口構造の転換には長い年月と長期的な視野が必要です。人口減少対策への施策が出生率向上に
結びつき、成果が出るまでには時間を要します。仮に出生率が人口置換水準（死亡と出生が均衡して
人口が減少しなくなる水準）まで向上しても、人口が安定して推移するようになるまでにはさらに時間
を必要とします。しかし、対策ができるだけ早く講じられ、出生率が早く向上すれば、その後の出生数
は増加し、将来人口に与える効果も大きくなります。
　また、出生率が向上したとしても、今後数十年間の出生数を決める若年層の人口が減少し続けるこ
とになれば、将来の人口減少を止めることは困難になります。
　そのためにも、「縮小スパイラル」に陥ることなく、地域の活力を向上させ、若い世代が集まり、安心
して働き、誰もが幸せとなる、お互いが認めあう共生社会を実現することが大切です。
　本町の将来を担う人材を他地域から呼び込み、また、流出させない取り組みも必要であり、さらに、
それだけでなく、長期的視野に立ち人口減少にも適応していける地域づくりを行うことも重要であり
ます。

人口減少の抑制と適応2

〇近年、山麓や中山間地域では、農産物の収穫体験、棚田や里山を活用した体験・交流活動な
どが盛んとなっています。

〇観光は年間約63万人の観光入込客数となっています。観光入込客数のうち、町内の観光施設
では、道の駅富士川やまほらの湯が最も多くなっています。また、「日本さくら名所100選」に
選定されている大法師公園のさくら祭りや甲州富士川まつりなど、祭やイベントにも参加者が
多くなっています。

〇増穂インターチェンジ周辺は、かつての富士川舟運のように、様々な人や物が行き交う新たな
拠点となるよう、地理的な特性や水辺空間を活かした道の駅や富士川リバーサイドパーク整備
など、魅力と活力を創出するまちづくりを進めており、今後、地域の発展が期待されています。

（4）体験・交流活動などが盛んなまち

（5）新たな拠点づくりを進めるまち

　本計画は、令和７年度から令和１１年度の５年間を計画期間とします。
　ただし、事業の進捗状況や制度改正等により、計画期間内に事業内容を見直すこととします。

計画の期間5

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和 11年度

富士川町デジタル
田園都市構想
総合戦略
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〇増穂インターチェンジ周辺は、かつての富士川舟運のように、様々な人や物が行き交う新たな
拠点となるよう、地理的な特性や水辺空間を活かした道の駅や富士川リバーサイドパーク整備
など、魅力と活力を創出するまちづくりを進めており、今後、地域の発展が期待されています。
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計画の期間5

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和 11年度

富士川町デジタル
田園都市構想
総合戦略
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第２章　富士川町の現状　

（１）人口と人口構成
　本町の令和２(2020)年の人口は14,219人となっており、昭和55（1980）年と比べ4,596人（24.4
％）減少しています。
　年齢の３区分で見ると年少人口は、４割弱に、生産年齢人口は、６割強に減少していますが、高齢人
口は1.8倍になっています。

本町の人口構成等の推移1

【人口構成の推移】
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平成22
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平成27

(2015)年

令和２

(2020)年

年少人口(0～14歳) 生産年齢人口(15～64歳) 高齢人口(65歳以上) 世帯 一世帯当たり人数

人・世帯 人

昭和55
(1980)
年

昭和 60
(1985)
年

平成２
(1990)
年

平成 7
(1995)
年

平成 12
(2000)
年

平成 17
(2005)
年

平成 22
(2010)
年

平成 27
(2015)
年

令和２
(2020)
年

年少人口（０～14歳） 4,089 3,574 3,072 2,792 2,652 2,440 2,059 1,751 1,530

生産年齢人口（15～ 64歳） 11,979 12,093 11,758 11,018 10,627 10,325 9,466 8,618 7,635

高齢人口（65歳以上） 2,747 2,989 3,340 3,819 4,265 4,640 4,735 4,920 4,929

総人口 18,815 18,656 18,170 17,629 17,544 17,405 16,307 15,294 14,219

一般世帯数 5,047 5,166 5,304 5,438 5,665 5,896 5,755 5,665 5,626

世帯当たり人数 3.71 3.58 3.40 3.22 3.06 2.90 2.78 2.65 2.47

一般世帯人員 18,716 18,515 18,020 17,511 17,326 17,106 16,011 14,988 13,900

資料：各年国勢調査
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（２）就業人口
　就業者数は令和２（2020）年と昭和55（1980）年で比較すると、72.3％に減少しています。また、
総人口は75.6％、生産年齢人口(15～64歳)は約63.7％へと減少しています。
　第１次産業は16.2％へと大きく減少し、第２次産業は60.9％へと減少しています。第３次産業は
102.8％と増加していますが、最も多かった平成１７（２００５）年の5,078人と比較すると88.4％になって
います。

【就業構造の推移】
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第１次産業 第２次産業 第３次産業 分類不能の産業

人

昭和55
(1980)
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昭和 60
(1985)
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平成２
(1990)
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平成 7
(1995)
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平成 12
(2000)
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平成 17
(2005)
年

平成 22
(2010)
年

平成 27
(2015)
年

令和２
(2020)
年

第１次産業 1,639 1,300 880 697 637 567 371 312 265

第２次産業 3,730 4,152 4,318 3,971 3,578 3,092 2,509 2,465 2,271

第３次産業 4,368 4,365 4,502 4,694 4,801 5,078 4,596 4,816 4,491

分類不能の産業 7 21 8 3 55 16 479 52 15

就業者数 9,744 9,838 9,708 9,365 9,071 8,753 7,955 7,645 7,042

資料：各年国勢調査
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（3）男女別産業大分類別就業者数と特化係数
　就業者数でみると、男性は「製造業」が最も多く、次いで、「建設業」、「卸売業，小売業」となってお
り、女性は「医療，福祉」が最も多く、次いで、「製造業」、「卸売業，小売業」となっています。
　特化係数では、男女ともに「鉱業，採石業，砂利採取業」が最も高く、次いで、「複合サービス事業」
となっています。

※特化係数：産業別の構成比を全国の平均的な構成比と比較することで、どの産業に特化しているの　　　　
かを示す指標。

【産業大分類別就業者数と特化係数】

資料：令和２（2020）年国勢調査
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（１）国立社会保障・人口問題研究所の将来人口推計比較
　国立社会保障・人口問題研究所による市町村別将来人口推計の直近２つの推計(平成30年と令和５
年)の比較を行います。平成30年に推計された令和２年の人口（14,219人）と、令和２年国勢調査での
人口（14,219人）は一致しており、平成30年推計の推計値どおりですが、次の５年後の令和７年から
は、人口減少が緩和されていくと推計されています。

人口推計2
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資料：国立社会保障・人口問題研究所の市町村別将来人口推計
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資料：国立社会保障・人口問題研究所の市町村別将来人口推計



第2章　富士川町の現状

8 9

　第三次富士川町総合計画の策定にあたり、まちづくりの方向性や課題を検討する上での資料とするこ
とを目的に令和５年１１月に実施したアンケート（18歳以上の住民2,000人を無作為抽出し郵送法で配
布・回収、回答者687人、回収率34.4%）から、「今後めざすべきまちづくりの方向性」を分析します。

（１）まちづくりの方向性-重要度が高いと思うものから順に３つまで
　富士川町が今後目指すべきまちづくりの方向性については、１番目に選ばれたものは、「住環境の整
備による快適で暮らしやすいまち」が16.9％と最も高く、次いで「結婚・出産・子育てがしやすいまち」
（15.9％）、「若者の定住、就業を促進するまち」（12.4％）、「保健・医療・福祉の充実によるだれもが
元気に暮らせるまち」（9.6％）等の順となっています。
　２番目に選ばれたものは、「保健・医療・福祉の充実によるだれもが元気に暮らせるまち」が15.0％
と最も高く、次いで「若者の定住、就業を促進するまち」（12.5％）、「結婚・出産・子育てがしやすいま
ち」（10.0％）、「高齢者や障がいのある人が暮らしやすいまち」（8.3％）等の順となっています。
　３番目に選ばれたものは、「保健・医療・福祉の充実によるだれもが元気に暮らせるまち」が9.3％と
最も高く、次いで「日常生活に必要な移動手段が確保されたまち」（8.0％）、「若者の定住、就業を促
進するまち」（7.6％）、「移住・定住の促進による活力に満ちたまち」（7.4％）等の順となっています。

住民の意識3
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0% 5% 10% 15% 20%

住環境の整備による快適で暮らしやすいまち

結婚・出産・子育てがしやすいまち

若者の定住、就業を促進するまち

保健・医療・福祉の充実によるだれもが元気に暮らせるまち

防災、防犯、交通安全対策による安全・安心なまち

高齢者や障がいのある人が暮らしやすいまち

企業活動支援や企業誘致の促進による活力に満ちたまち

日常生活に必要な移動手段が確保されたまち

徒歩や自転車で生活できるコンパクトなまち

未来の富士川町を担う時代に対応した人材育成を図るまち

移住・定住の促進による活力に満ちたまち

デジタル化が進んだ生活が便利なまち

ふれあいや連帯感によりコミュニティ活動の活性化が図られたまち

生涯学習、地域スポーツなど多様な町民活動の活性化が図られたまち

環境への負荷が少ない循環型社会の形成やカーボンニュートラルを推進するまち

男女が等しく社会参加でき、個性と能力を発揮することができるまち

多様な主体が連携し、様々な課題の解決を図るまち

中心部に賑わいのあるまち

本町固有の自然、歴史・文化資産を活かしたまち

地産地消の推進や食料の安定供給を図るまち

行政サービスなどの効率化に向け近隣市町との連携を図るまち

駅周辺やインターチェンジ周辺に賑わいのあるまち

国際感覚あふれるまち

その他

無回答

1番目 2番目 3番目
(n=687)
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　住民基本台帳による本町の年間の出生者数は、令和３年が68人、令和４年が64人、令和５年が58人
と減少傾向となっています。
　そこで、国立社会保障・人口問題研究所の「第16回出生動向基本調査（令和３年６月）」結果から、
結婚・出産に対する考え方を抽出します。
[調査対象]「令和３年国民生活基礎調査」で設定された調査区から無作為に選ばれた全国1,000調　
査区に居住する年齢18歳以上55歳未満の独身者と妻の年齢が55歳未満の夫婦（回答者は妻）
[調査時期］令和３（2021）年６月（６月30日現在の事実を調査）
[調査方法］配票自計、密封回収方式
[調査数］独身者調査：配布調査票　14,011票　有効票数　7,826票（有効回収率55.9％）、夫婦調
査：配布調査票　9,401票　有効票数　6,834票（有効回収率72.7％）

①【独身者調査】～未婚者の結婚・出産に対する考え方～
●「いずれ結婚するつもり」と考える18～34歳の未婚者は、男女、年齢、生活スタイルの違いを問わず
減少しています（男性81.4％：前回85.7％、女性84.3％：前回89.3％）。

●恋人と交際中の割合は男性21.1％で横ばい、女性27.8％で前回から微減。一方、未婚者の３人に１人
は交際を望んでいません。６割の男女が恋人（異性）との交際経験あり(男性60.0％、女性64.8％）。

●「女性のライフコース」の理想像は、男女ともに「仕事と子育ての両立」が初めて最多になっています。
●結婚相手の条件では、男性は女性の経済力を重視または考慮するようになり（48.2％：前回41.9
％）、女性は男性の家事・育児の能力や姿勢を重視する割合が大きく上昇しています(70.2％：前回
57.7％)。

●平均希望子ども数は全年齢層で減少しています。（男性1.82人：前回1.91人、女性1.79人：前回2.02人）。
●「結婚したら子どもを持つべき」「女らしさや男らしさは必要」への支持が大幅に低下しています。

②【夫婦調査】　～夫婦の結婚・出生過程、子育ての状況～
●職場や友人を介した結婚が減り、SNSやマッチングアプリといったインターネットサービスを利用し
て知り合った夫婦が最近の結婚の13.6％を占めています。

●妻45～49歳夫婦の最終的な出生子ども数は、晩婚化を背景に減少しています（1.81人：前回1.86人）。
●夫婦の平均予定子ども数は横ばい(2.01人：前回2.01人)。
●理想の数の子を持たない理由として「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」を選ぶ夫婦の割合
は全体では減少しましたが、依然として最多の選択率となっています。

●不妊の検査・治療を受けたことのある夫婦は18.2％から22.7％（4.4組に１組）に増加。結婚５年未
満の夫婦の6.7％が調査時点で不妊の検査・治療を受けています。

●第１子出産前後の妻の就業継続率は５年間で５割台から７割に上昇、2015～19年に出産した妻で
は69.5％に達しています。その就業継続者の79.2%は育児休業制度を利用しています。

　本町では、人口減少と少子高齢化が同時に進行していることから、地域活力の低下だけでなく、地域
経済や町の財政にも大きな影響があることを懸念し、人口減少を抑制し、人口の年齢バランスを良好
に保っていくことが必要です。
　そのために、若い世代の定住促進に力を入れていくことが必要と考えられます。
　ここでは、若い世代が希望に応じた就労、結婚、出産、子育てを実現することで、安定した人口構造を
保持することにより、将来にわたって住民が安心して働き、暮らしていくことのできる地域社会を構築す
るため、本町が目指すべき将来の方向として、「人口減少に歯止めをかけ、将来的に人口構造の若返り
を図る」ことと、「人口減少社会に的確に対応し、効率的かつ効果的な社会システムを再構築する」こと
を念頭に置く必要があります。

出生動向基本調査4 検討すべき重点項目5

第
5
章

基
本
目
標
別
施
策

第
3
章

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想

総
合
戦
略
に
つ
い
て

第
4
章

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

構
想
総
合
戦
略

第
6
章

総
合
戦
略
を
支
え
る
D
X

第 2章　富士川町の現状
第
1
章

新
し
い
政
策
展
開
の
視
点

と
富
士
川
町
の
強
み

第
2
章

富
士
川
町
の
現
状

【3 つの重点項目】

若者世代が安心して働けるための産業振興と雇用の場の創出


























































































































